
かごしまの農林水産物輸出促進ビジョン推進事業
～県産農産物の輸出拡大に向けた県内輸出商社の営業力の強化～

かごしまの食輸出戦略室
当初予算額：17,000千円

（Ｒ３年度）

１ 県産農産物（畜産物を除く）の2019年度輸出額は８．５億円と農林水産物全体の３．８％。うちお茶が４.６億円、
さつまいもなどの青果物が３.９億円。ビジョンの輸出目標額２２億円（25年度）の達成に向け、農産物の輸
出加速化に向けた対策が必要。

２ 人口減少や消費者の高齢化の進展により、国内の食市場等が減少していく中で、県外産地に負けない輸出に向
けた生産基盤づくりと海外への安定的な販路の確保が必要。

県産農産物の輸出における現状と課題

☑ 海外での営業活動
例）現地言語と商流に対応した海外でのＰＲ・商談活動等

☑ 県内産地への海外バイヤー招へい

☑ 効率的な輸送ルート構築のためのトライアル輸送
例）県内港等からの低コスト輸送に向けた集荷費及び海外輸送費（Ship&Air活用等）

県が 「県内輸出商社の営業力強化」を支援

【産地】
 輸出のノウハウがなくても小ロットからチャレンジでき新たな取引先が確立
【商社】
 海外での新たな販路開拓に向けた営業活動に意欲的にチャレンジ
 海外商社等との信頼関係が構築され、継続的・安定的な輸出につながる

支援内容

産地と県内輸出商社が連携し継続的な取組を展開

事業効果

 国・地域毎に強みを持った県内輸出商社等が育成される
 輸出にチャレンジする生産者が増え所得向上が実現する

県産農産物等の輸出拡大

安心・安全な「鹿児島のウェルネス」“食”としてブランド化し，海外での販路拡大が実現

（課題）

 輸出に意欲はあるが海外の商流・
物流・商習慣などの情報がない

 商談会に参加するも言語の問題
もあり海外バイヤーとの商談継続
につながらない

輸出に意欲的な

生産者

県内輸出商社 海外市場
（実需者等）

託す・集める つなぐ・売る

【ニーズ】

海外営業のプロである輸出商
社に農産物の販売を託したい

【生産者のニーズに応える優位点】
○海外の商流や言語に精通
○県内の農産物の集荷に意欲的

【ニーズ】
○安定的に，日本産の品質のよい
農産物を調達したい（課 題）

海外営業に取り組んでいるも
のの，成約までの人件費，倉
庫代等の先行投資が経営の
圧迫要因

生産者（産地）と連携して意欲的に販路開拓に取り組む県内輸出商社の海外での営業活動強化
が急務
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県産農産物の輸出拡大に向けた県内輸出商社の営業力強化支援
展開イメージ

海外商社等

販路開拓のための営業活動経
費等を定額補助

実需者

出 荷

小売
外食
Ｅ Ｃ

１ 対象事業者

県内の輸出商社が県産農産物等の新規販路開拓（新規産地又は新規品目若しくは
新規販路先との取引開始）に資する取組
（１） 海外への営業活動
（２） 県内産地への海外バイヤー招へい
（３） 効率的な輸送ルート構築のためのトライアル輸送

県内の輸出商社（輸出に取り組む事業者）

２ 対象事業

３ 補助率等

定額（予算の範囲内とし，計画内容によっては補助対象外となる場合もあります。）

４ 対象経費（例）

（１）海外営業活動に要する経費（旅費、現地人件費、使用料、備品費、役務費等）
（２）海外バイヤー等の県内産地訪問に要する経費（旅費，使用料，役務費等）
（３）新たに県内拠点から現地拠点へ輸送ルートを構築する際のトライアル輸送に要する経費
（倉庫使用料，輸送費等）

実施スキーム

県内輸出商社が産地（中山間地域）と連携して
積極的・継続的な営業活動や商談機会を創出

⇒県産農産物の輸出拡大を目指す


